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研究成果の概要（和文）：2008年グローバル金融危機から東日本大震災へ「二重の経済危機」を経験した日本の
縫製産業の実態をジェンダー分析し、日本製の「低価格」かつ「高品質」の商品がどのようにして生み出されて
いるのか、その競争力の源泉を女性労働力の特徴に着目し検討した。バングラデシュ、中国に加えて、日本国内
の縫製工場、特に岩手県でのフィールド調査（インタビュー調査と参与観察）を重視し研究を遂行した。結果、
①長期間継続就業している女性労働力の「技術」に対する貨幣評価が極めて低いこと（雇用形態や賃金水準）、
特に、内職者が典型、②女性労働力の国籍が技能実習制度を利用することを通じて、多様化していることの2点
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This aim of this research is to conduct gender analysis of the Japanese RMG 
Industry under the “Double Economic Crisis”, which refers to the period from the global financial 
crisis in 2008 to the Great East Japan Earthquake. The principal investigator conducted a field 
survey at RMG factories in Iwate prefecture, in addition to in Bangladesh and China. The research, 
especially in the case of Iwate prefecture, has the following two findings. Firstly, monetary 
evaluation in relation to the “skill” of the Japanese female labour force who have continued to 
work for a long time (particularly for those with more than 20 years’ experience), and typically in
 the case of homeworkers, is extremely low. Secondly, the nationality of female workers has become 
diverse through the Technical Intern Training Program.

研究分野：アジア経済、ジェンダー論

キーワード： 縫製産業　岩手県　バングラデシュ　低価格　高品質
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、2008 年米国発グローバル金
融危機以降の世界経済の特徴を「パックス・
アメリカーナ」のゆらぎと、それに代わる牽
引役としてのアジア、特に中国の「世界の工
場」化から「世界の市場」化への移行として
指摘し、日系縫製企業の中国からバングラデ
シュへの国際移転の実態を、ジェンダーの視
点から考察し下記の 3点を明らかにした。 
第 1に、1990 年代に中国に進出した日系縫
製企業は、日本の自社縫製工場を閉鎖し、す
べての受託製造商品を海外自社工場で製造
していることから「日本的」（縫製）技術の
国内継承は、事実上崩壊している点である。
第 2に、日本の百貨店等で販売される高級ア
パレル商品の受託製造を中国工場で行って
いることから、その「日本的」（縫製）技術
は、もはや中国へ移転されており、「日本的」
（縫製）技術の保持・継承は、日本から中国
への第一次移転先である、中国人女性によっ
て行われている点である。第 3に、中国から
バングラデシュへの第二次移転先であるバ
ングラデシュ人女性への技術移転は、バング
ラデシュ工場のジェンダー非対称的な企業
組織と技術移転に使用される言葉の問題に
阻まれて困難な状況に陥っている点である。 
研究代表者は、上述のような海外移転した
日系縫製企業の実態を考察すると同時に、こ
れまでに海外移転することなく、日本国内で
衣料品を製造し続けている日系縫製企業で
の調査を行ってきた。特に、東日本大震災の
被災地である岩手県（二戸市、久慈市）には
きわめて高度な「日本的」（縫製）技術を用
いてアパレル商品を製造している企業が集
積しており、研究代表者は東日本大震災後の
こうした企業での現地調査（特に経営状況や
労働状況について）を実施してきた。 
グローバル金融危機、そして東日本大震災
へ「二重の経済危機」を経験した日本の縫製
産業の現状を考察する過程で、海外に移転し
た企業と、（海外移転することなく）国内で
アパレル商品を製造し続けている企業の双
方で見られるのが、「低価格・高品質」のも
のづくりである。本研究は、「低価格・高品
質」をキーワードに、日本の縫製産業の実態
をジェンダーの視点から分析することによ
り、日本でアパレル商品を製造する競争力と
は何であるのかを明らかにするものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、2008 年の米国発グロー
バル金融危機から東日本大震災へ、「二重の
経済危機」を経験した日本の縫製産業の実態
を、ジェンダーの視点から分析するものであ
る。特に、日本製アパレル商品の特徴である
「低価格」かつ「高品質」の商品が一体なぜ、
どのようにして生み出されているのか、その
源泉を女性労働力の特徴に着目しながら検
討する。その上で、日系縫製産業の国際競争
力の源泉が何であるのか、ジェンダー分析す

ることにより明示化する。 
 
３．研究の方法 
 研究期間（平成 27年度、28年度、29年度）
中、研究代表者は、前述の研究目的を明らか
にするために、現地調査と文献研究を遂行し
た。現地調査は、日本（岩手県二戸市と久慈
市）と中国（これまでの研究成果で代替した
ため、本研究では中国調査を実施せず）、バ
ングラデシュに衣料品の製造工場を有する
日系縫製企業において実施した。このほか、
岩手県では、調査を遂行した二戸市、久慈市
の市役所、ハローワーク等での聞き取り調査
を実施し、またバングラデシュでは、縫製関
連団体や労働組合、またダッカ大学をはじめ
とする研究・教育機関での聞き取り調査を実
施した。調査期間は、いずれの調査も 1週間
から 2週間で、調査手法は、インタビュー調
査と参与観察である。 
 参与観察については、下記の項目を重視し
た。第 1に、対象とする「低価格・高品質」
のモノ（具体的な衣料品を取り上げる）の全
製造工程を解明し、そこに配置される労働力
の属性（性別、年齢、経歴、家族構成など）
を聞き取り調査により明らかにすることで
ある。第 2 に、「高品質」を生み出すうえで
重要な熟練労働者を特定し、熟練労働者の作
業内容、仕事ぶり、発言、所作に加え、「低
価格」を実現するための要因、例えば内職者
の受容、当該地域のジェンダー規範などを明
らかにし、考察することである。 
 文献研究は、具体的に下記の 3点に焦点を
当てて、取り組んだ。第 1に、日系企業の高
品質、熟練化をめぐる議論を整理、検討する
こと、第 2に、調査地域（岩手県、バングラ
デシュ）の現状把握、第 3に、調査地域の工
業化、特に縫製産業の成立過程（歴史的な経
緯）と成立要件について、関連の文献を講読
し、考察した。 
 
４．研究成果 
（１）縫製産業と女性就労（日本、バングラ
デシュの縫製工場調査を踏まえて） 
 研究代表者は、これまでバングラデシュの
縫製工場での調査を通じて、縫製産業がバン
グラデシュの女性の稼得就労において重要
な役割をはたしていることを明らかにして
きたが、本研究における岩手県調査を通じて、
日本国内の縫製工場で働く女性たちにとっ
ても、（バングラデシュの縫製工場労働者と
同様に）縫製工場が重要な意味を持っている
ことを明らかにした。研究代表者は、2016 年
3 月以降 3 度にわたり、岩手県二戸市と久慈
市の縫製工場を訪問し、女性労働者にインタ
ビューした結果、女性たちにとって、縫製工
場での仕事は、「手に職をつける」、「技術職」
であり、女性自身が他の女性職種とは異なり、
ある種「特別な」仕事として、縫製工場での
仕事をとらえていることを明らかにした。縫
製工場での仕事は、たとえ、結婚や出産で一



時的に仕事を辞めたとしても、希望すれば生
涯就労することが可能な職業であり、かつ土
日が休みであることが女性たちにとっては
重要な要件であった（特に子供を抱える単身
の母親にとって）。 
 岩手県二戸市や久慈市では、夫の単身賃金
のみでは家族扶養をすることが困難である
ため、夫婦共働きが必須である。こうした中
で、女性賃金は、（その額がたとえ少額であ
ったとしても）家計の中で重視される傾向に
ある。また家内女性の事例であるが、女性の
もつ技術的要素が家庭内で共有され、そうし
た点が家庭内での女性のエンパワーメント
に一定程度寄与していることも明らかにし
た。＜研究成果：学会発表①、②、③＞ 
 
（２）低価格・高品質の源泉のジェンダー分
析①「技術」に対する貨幣評価の低さ 
 低価格・高品質の源泉の第 1の点は、女性
たちが有する「技術」に対する貨幣評価がき
わめて低いことである。岩手県の二戸市と久
慈市の縫製工場での女性労働者へのインタ
ビュー調査に加えて、ハローワークでの聞き
取り調査を通じて、縫製工場での月額賃金が
県内のどの産業と比較しても最低レベルで
あることが分かった。特に、家内労働者に至
っては、出来高制であるが、そのレートは著
しく低いものである。家内労働者をはじめ、
その労働内容は、熟練労働者でなければでき
ないようなある種の「勘」と「応用」力が必
要とされるものである。現に、家内労働者の
多くが、長期間工場で就労し、（定年および
中途）退職した女性たちである。こうした女
性たちのもつ技術と能力が、「家内労働」と
いう名のもとに、低賃金労働として搾取され
ている。家内労働者だけでなく、工場で就労
する労働者の賃金も低く、また重労働である
ことを踏まえて、新規学卒者の入社はどの工
場も年々減少し続けている（平成 29 年 3 月
末高校卒業者の二戸管内就職者 81 名の内、
縫製工場就職者は 3 名のみ）。＜研究成果：
学会発表②＞ 
 
（３）低価格・高品質の源泉のジェンダー分
析②女性労働力の国籍の多様化 
 新規学卒者の入社が減少していることに
加えて、その定着率は低く、かつ高齢化に伴
い、縫製工場の労働者数は年々減少している。
こうした中で、労働者不足の解消の一翼を担
っているのが、外国人労働者の存在である。
岩手県二戸市、久慈市の縫製工場の中には、
技能実習制度を利用することを通じて、外国
人労働者を受け入れている工場が複数ある。
研究代表者は二戸市の二戸ファッションセ
ンターにて、2017 年 10 月 30 日から 11 月 4
日まで参与観察を実施し、高級婦人ジャケッ
トの製造工程とそこに従事する労働力の属
性を調査した。同工場には 8人のベトナム人
女性が働いており、彼女たちがどのような作
業に従事し、どのような役回りをしているの

か、また縫製現場の日本人女性労働者たちは、
彼女たちをどのような存在として認識し、
日々共に服作りに従事しているのかを明ら
かにした。ベトナム人実習生は、工場の中で
欠かせない労働力となっており、かつその内
の数人は日本人熟練労働者とほぼ同等に仕
事ができる「中核」労働者として生産に携わ
っている。日本人女性たちも、実習生を「技
能継承の相手とみなせる」と指摘するほどに
彼女たちの能力を認めている。こうした技能
実習制度の利用を通じた、労働者の国籍の多
様化が、低価格・高品質の源泉に寄与してい
る。＜研究成果：図書①＞ 
 
（４）ラナ・プラザビルの崩落事故後のバン
グラデシュ縫製産業と労働者の実態につい
て 
 研究代表者は、本研究期間中に、単著『990
円のジーンズがつくられるのはなぜ？―フ
ァストファッションの工場で起こっている
こと』（合同出版、2016 年 1月）を出版した。
特に、2013 年 4月に、バングラデシュの首都
ダッカでラナ・プラザというビルが崩落し、
1000 人以上が死傷した産業事故が起き、それ
をきっかけとして、日本国内でも、バングラ
デシュ製の低価格衣料を巡って、関心がもた
れるようになった。こうした状況を背景に、
研究書ではなく、広く一般（特に、中学生や
高校生でも読める内容）向けに、わかりやす
くバングラデシュの縫製産業と労働者の実
態について執筆することを目的とした。この
著書をきっかけに、茨城県内の高校他、消費
者団体などから講演依頼を受けた。＜研究成
果：その他、①～⑦アウトリーチ活動＞ 
 またラナ・プラザの崩落事故後のバングラ
デシュの縫製産業と労働者の実態について、
現地バングラデシュの日系縫製工場、労働組
合等での聞き取り調査を実施し、その動向を、
学会発表、論文としてまとめ、成果の公表に
努めた。＜研究成果：雑誌論文①、学会発表
①、図書②、④＞ 
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